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草木の新芽が出てきて、春に向かっていく季節となりました。 

子どもたちも進級に向けて少しずつ生活が変わっていき、気持ちも高鳴なりつつあります。 

今月は、保育園で取り組んできた活動について紹介します。 

 

今年度の様々な取り組み 

 

『講演会～保護者～』 

講師の方をお迎えして、保護者向けに 

【親子ふれあい遊び】【幼児期の食べる力を育

てよう】の講演会を行いました。食べる機能や

味覚の発達についての話を聞いたり、食事につ

いての悩みを講師の方に直接を聞き、参考に

なる話を伺うことができ、有意義な時間となり

ました。 

 

『ほっとコーナー～親子～』 

玄関フロアにスペースを作り、どんぐりの大きさ

比べや千羽鶴作りやひな飾りなど季節に合わせた

レイアウトを味わえるようにしてきました。子ども

たちも“次は何かな？”と楽しみにしているようで

す。 

また、登降園時に親子や違うクラスの家庭同士でも

交流している姿が見られるようになっています。 

 

『あっぴぃ西麻布で地域交流～職員～』 

同じ建物の３階にある施設“あっぴぃ西麻布”に

年４回、保育士が出向き、おはなしやパネルシアタ

ーなどを行っています。交流を通じて、保育園の

雰囲気を知ってもらえる機会にもなっています。 

 

『お茶会～年長児～』 

いきいきプラザ主催のお茶会に招待して

いただき、年長児クラスの子どもたちが参加

してきました。お茶を立てる様子に興味を持

ち、背筋が自然と伸びていました。和室でお

抹茶と和菓子を味わい、日本の伝統を経験で

きた良い機会となりました。 



保育園であそぼう 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

２月の保育園であそぼうは、 

０歳児保育室の中で 

保育園の友だちと一緒に過ごしました。 

ウレタンマットの斜面やボールプールで 

体を動かして遊びました。 

 

 

【問い合わせ】 

西麻布保育園 子育て相談専用電話 

03（3407）5031 

月～金 9：00～17：00 

今年度の保育園であそぼうは終了いたしました。 

ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。 

来年度の日程は、４月号にてお知らせいたします。 

 
 

 

『東京すくわくプログラム』 

東京大学大学院教育学研究科附属 

発達保育実践政策学センターと連携した 

東京都の子育ち応援プロジェクトです。 

幼児教育の研究者や芸術の専門家と協力して、子どもの「探求活動」の充実

に向けた実践に取り組んでいます。 

今年度のテーマ 

「自然」 

「水」を中心にした遊びの展開と、

石や木や落ち葉を使った遊びを 

じっくり楽しんできました。 


